








































おいてどう思考しているか』（The Reflective Practitioner: How Professionals Think in Action, 
1983）であった。同書においてショーンは、近代主義的な専門家の実践を基礎づけていた「科学的
技術の合理的適用」（technical rationality）に代えて「行為における省察」（reflection in action）が
新しい専門家の実践的認識論を形成し、専門家像は「技術的熟達者」（technical expert）から「反
省的実践家」（reflective practitioner）へと転換していると述べていた。このパラダイム転換は、こ















































































ジタル化とデータベース化した映像記録は、以下のとおりである。VHS から 12cmDVD に変換し
た本数は、業者依頼分が VHS（60 分） 6 本と VHS（120 分） 9 本で計 15 本、アルバイト謝金によ
る作業分が 57 本で、合計７２本。それに mini DV から 12cm DVD に変換した本数は 49 本、8cm 
DVD から 12cm DVD に変換した枚数は 70 枚（いずれも業者委託）である。この作業によって、
合計 191 の映像記録が DVD として統一され、それらがアクセスによってデータベース化された。
他方、諏訪が記録し保有している環境教育の資料 35mm スライドマウントのうちで、本事業によ
りデジタル化しデータベース化した資料は、は以下のとおりである。ニューギニア ラバウル・ハ
イランド 1994 年 9 月 3 日～ 9 月 10 日撮影 325 枚、雲南 ハニ族 1990 年春撮影 338 枚、麗江 玉龍
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山 1984 年 8 月撮影 340 枚、麗江 大理 1985 年夏撮影 268 枚、タイの旅 1989 年 3 月撮影 604 枚、麗
江 1987 年 3 月撮影 369 枚、チベット族 1980 年 西蔵自治区 1984 年～ 1985 年 青海省 668 枚、ブー
タン・シッキム・クルー 上 1981 年 3 月 11 日～ 3 月 28 日撮影 240 枚、ブータン・シッキム・クルー 
中 1981 年 3 月 11 日～ 3 月 28 日撮影 260 枚、ブータン・シッキム・クルー 下 1981 年 3 月 11 日～
3 月 28 日撮影 240 枚、インドからイラン 上 撮影日不明 240 枚、インドからイラン 下 撮影日不明 




キシコ大会）および他の試合（28 巻）であり、それらは前記の資料と同様、デジタル化して SD カー
ドに変換してデータベース化を行った。
上記の作業は、第一次作業と第二次作業に分けて遂行した。第一次作業としては、各映像資料の
著作権、肖像権の有無を確かめ、著作権、肖像権において問題のない映像記録と映像教材を主とし
て業者委託によってデジタル化、データベース化を行った。なお、業者委託においては処理できな
い資料（著作権と肖像権において注意が必要な資料、デジタル化、データベース化において編集作
業が必要な資料）については、コンピュータ作業、デジタル化の技術の教育専門家に委嘱して作業
を遂行した。
続く第二次作業は、複雑なアナログデータの映像資料、ミニサイズのデジタルテープの映像記録
による教室の授業記録のデジタル化と DVD への変換、および劣化したヴィデオテープの再生とデ
ジタル化、さらには、映像記録の編集を伴う手作業によるデジタル化と DVD への変換と、それら
のデータベース化を行った。これらのデジタル技術に通じた教育工学の専門家の作業は佐藤の監督
の下で遂行した。
５．本プロジェクトの成果と効用
本プロジェクト研究によって達成した映像教材のデジタル化とデータベース作成は、教育学科の
教員の保有する膨大な映像教材の一部でしかないが、その試作段階の作業によっても、教育学科の
講義と演習における映像教材の活用の利便性を一挙に高めることができた。教室における授業の実
践記録については、佐藤の保有する授業実践の映像記録の１割程度をデジタル化しデータベース化
したにすぎないが、小学校、中学校、高校、特別支援学校および幼稚園のすべての校種、すべての
学年、すべての教科にわたっており、講義で活用して有効と思われる映像記録のデジタル化によっ
て利便性が強まり、かつ劣化した資料の保存が実現し、かつデータベース化することによって、学
校種、学年、教科、教材をインデックスとして直ちに映像資料を探索できるようになった。
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環境教育の写真資料と体育科教育の映像資料についても同様である。4000 枚を超えるアジア地域
の環境教育の写真資料は、それ自体が貴重であり、特に中国における 20 年前の環境の状況を記録
した写真資料は、中国における環境問題が極度に深刻化している現在、今後の経時的変化を調査す
るうえで貴重である。これらの写真資料も劣化を阻み、利便性を一挙に高めている。
本プロジェクト研究によって作成したデジタル教材は、それぞれの教員によって管理されるが、
データベースは教育学科の全教員によって共有され、今後の映像教材データベースの共有財産とし
て活用できるよう、現在、その共有化の準備を進めている。今回のデジタル化とデータベース化は、
今後の教育学科の教育資料の編集と保存と活用のインフラ整備としての意義を持っている。前記の
ように、本プロジェクト研究では直接対象としなかった映像教材は、教育学科の教員は膨大に保有
している。それら教育学科の教員の映像資料は、今後、この事業によって実現したインフラを基盤
として発展的に活用されることになるだろう。
最後に、本研究プロジェクトの今後の課題とその発展性について触れておきたい。ここでは今後
の主要な課題を二つあげておきたい。
第一は、授業実践の映像記録の事例を活用したケース・メソッドの開発研究である。本プロジェ
クト研究は、そのインフラ整備の段階にとどまっている。教師教育が専門家教育としての内実を獲
得するうえで、ケース・メソッドの開発と洗練は何よりも重要な課題である。教育学科は、平成 27
年度から大学院教育学専攻（博士前期課程・博士後期課程）を創設し、本格的な教育の専門家教育
に着手する。この教育学専攻は、教育課程の中核に「事例研究」（「特殊研究」も事例研究と同等の
性格）をおき、理論と実践の統合を教育の中核に位置づけている。今後、学部段階の教員養成、大
学院段階の高度専門家養成の実践と並行して、教師教育におけるケース・メソッドの開発研究を推
進する必要がある。
第二は、映像教材を活用したアクティブ・ラーニングの研究である。教育学科においては、どの
教員も体験学習、協同学習、活動的学習を授業において積極的に導入し、大学の講義・演習を学生
の学びを中心とするものへと改革する努力を展開している。本プロジェクト研究によって端緒がつ
けられた映像教材のデジタル化とデータベース作成によって、アクティブ・ラーニングの条件が築
かれ、その可能性は大きく開かれることとなった。本プロジェクト研究による映像教材のデータベー
ス化は、その端緒を切り拓いたものにすぎないが、今後、このデータベースを充実させ、学生のア
クティブ・ラーニングにおいても活用可能な状態にすることによって、教育効果は飛躍的に高まる
ことが期待される。今後の課題としたい。
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